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第 1.時代の潮流と沿線地域を取り巻く環境の変化 

（１） 急速な人口減少の進展と東京圏への一極集中 

急速な人口減少と少子化の進行    

◆沿線６県の現状◆         

  

 

図 ６県の総人口の推移  ※全国は右軸 図 ６県における年少人口の割合の推移

 

 

6県 全国

▲31% ▲16%

人口
減少率

2015→2045

青森県 秋田県 山形県 福島県 新潟県 富山県 ６県 全国

▲55% ▲58% ▲46% ▲48% ▲38% ▲38% ▲46% ▲29%

年少人口
減少率

2015→2045
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依然として継続する東京圏への人口集中

◆沿線６県の現状◆                 

 
図 ６県の転入者数と転出者数の推移 

（２） 成長するアジア経済を背景とした旺盛な海外活力とインバウンドの増加 

 
◆沿線６県の現状◆   

図 訪日外国人旅行者数の推移             図 ６県の訪日外国人の延べ宿泊者数の推移  

 

６県計（人） 全国計（人） 1県平均(人）

ーＡ ーＢ（全国計／47）

2014 425,600 42,072,820 895,166 1.0%

2015 781,240 60,509,240 1,287,431 1.3%

2016 634,560 64,066,730 1,363,122 1.0%

2017 1,011,150 72,933,660 1,551,780 1.4%

2018 1,229,990 83,566,460 1,778,010 1.5%

2019 1,479,100 101,306,450 2,155,456 1.5%

年
全国に占める

割合(A/B)
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（３）技術革新の進展と経済のグローバル化 

◆沿線６県の現状◆                    
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青森県

秋田県

山形県

福島県

新潟県

富山県

全国

農業，林業 漁業 鉱業，採石業，砂利採取業

建設業 製造業 電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業 運輸業，郵便業 卸売業，小売業

金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業 学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業 生活関連サービス業，娯楽業 教育，学習支援業

医療，福祉 複合サービス事業 サービス業（他に分類されないもの）

図 沿線６県の海外地域別輸出額の推移(製造業) 図 沿線６県の海外地域別輸入額の推移(製造業)  

図   産業別付加価値額構成割合（平成 24 年） 
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（４）価値観の多様化や新たな働き方・暮らし方への関心の高まり  

3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆沿線６県の現状◆ 

  

 

                                                   
1 
2  
3  

 
図 関係人口のイメージ 

図 移住相談窓口、イベントにおいて受け付けた相談件数（全国、６県） 

 

図  都市住民の農山漁村への定住願望 
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（５） リニア中央新幹線開通に伴う巨大経済圏域（スーパー・メガリージョン）の形成 

 

◆沿線６県の現状◆ 

（６） 気候変動の影響等による災害の頻発化・激甚化 

 

図 リニア中央新幹線開業によるスーパー・メガリージョンの形成 

図 想定される大規模地震 
 

首都圏（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨） 
中部圏（長野、岐阜、静岡、愛知、三重） 
近畿圏（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山） 
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◆沿線６県の現状◆ 

（７）新型コロナウイルスがもたらした価値転換の兆し 

地域資源の再認識や安全・安心な観光ニーズの高まり 

 

産業の国内回帰・分散化に向けた動き 

図 フル規格新幹線と山形新幹線の走行１００万キロあたり輸送障害件数（H26～R1 年度：ＪＲ東日本管内） 
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ビジネスのオンライン化に伴う新たな働き方、暮らし方の加速化 

資源偏在・東京一極集中リスクの再認識 

 
図 新型コロナウイルスの感染拡大に伴う世界の影響と政府における国内投資促進支援 

図 新型コロナウイルスの影響下における地方移住の関心の高まり 
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第２.新幹線整備による効果と今後の新幹線整備に求められる視点 

 

 
（１）沿線地域におけるこれまでの新幹線整備の発現効果 

表 新幹線整備による効果体系 

効果の項目 効果の具体的内容 

分野 

観光 
産業 

経済 

暮らし 

生活 

都市 

機能 

防災 
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＜観光分野＞ 

① 交通利便性の向上(所要時間短縮や乗換えの解消等)による交流人口の拡大 

 

 

図 開業前後における各整備新幹線の利用者数比較 

図 北陸新幹線開業前後における市民の市外との心理的距離の変化 
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② 観光入込客数、インバウンドの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

図・表 東北新幹線開業１年間の宿泊者数の推移 

平成 14 年＝100 

（八戸開業直前） 

平成 22 年 

（新青森開業直前） 

（万人）

年 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

八戸三社まつり 56 89 93 109 111 109 106 119 104 120 109 111 114

十和田湖冬物語 13 25 28 22 22 26 26 24 24 28 21 20 20

(指数) 

図・表 青森県内における主な催事の観光客数の推移 

 

図 北陸新幹線による訪日外国人向け周遊ルートの設定 
 
図 訪日外国人向けフリー切符「JR EAST PASS」取扱実績 

 

東日本大震災 
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＜産業・経済分野＞ 

③ 企業立地・本社機能移転等の促進、地元企業の活動活発化 

図 青森県における企業誘致実績（累計） 

図 富山県における主な本社機能の移転事例 
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0 

＜暮らし・生活分野＞ 

④ 移住・定住や二地域居住の促進 

⑤ 生活利便性の向上 

写真 新幹線通勤の提案 図 湯沢町の社会増減の年別推移と年齢別増減数の比較 
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⑥ 通勤・通学圏の拡大 

     写真 奥津軽いまべつ駅 

 

図 ＪＲ東日本の輸送量及び運輸収入の推移（新幹線定期） 

図 路面電車（富山地方鉄道富山市内軌道）の 
利用者数（輸送人員）の推移 

■鉄道（新幹線・在来線）、路面電車、路線バス、タクシーが結節する富山駅 

北陸新幹線開業後 

 
 

 

図・写真 富山市におけるコンパクトなまちづくりの取組み 
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＜都市機能・防災分野＞ 

⑦ 拠点性の向上 

⑧ リダンダンシー機能の確保 

＜その他＞ 

⑨ 安全・安心に移動できる移動手段の確保 

 
図・写真 富山県におけるコンベンション開催実績の変化 

北陸新幹線（長野～金沢間）開業 
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⑩ 地域を担う新たな人づくり、地域づくり 

図 列車走行 100 万㎞あたりの運転事故件数及び輸送障害件数 

0.57 

0.02 
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4.00

5.00

6.00

7.00

在来線 新幹線

単位：件 単位：件 

図 北陸新幹線（長野・金沢間）の雪害対策 

出典：独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構「北陸新幹線（長野・金沢間）事業に関する事後評価報告書」（令和２年 3 月）から抜粋
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交流会の様子・写真等 

図・写真 信越県境地域づくり交流会 

交流会の様子・写真等 
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（２）これからの新幹線整備に求められる視点 

①「スーパー・メガリージョン構想検討会」の取りまとめ 

 

Ⅰ：フェイス・トゥ・フェイスコミュニケーションが生み出す新たなイノベーション 

 

Ⅱ：時間と場所からの解放による新たなビジネススタイル・ライフスタイル 

 

Ⅲ：海外からの人や投資の積極的な呼込み 

 

Ⅳ：災害リスクへの対応 

②「地方創生回廊」の基盤として期待される新幹線ネットワーク 
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③新型コロナウイルスがもたらした価値転換の兆しへの対応 

地域資源の再認識や安全・安心な観光ニーズの高まりへの対応 

図 新型コロナ終息後に観光旅行したい国・地域 
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産業の国内回帰・分散化に向けた動きへの対応 

 

 

ビジネスのオンライン化に伴う新たな働き方、暮らし方の加速化への対応 

＜地方への新たな人の流れの取込み＞ 

 
＜若者等の定着・回帰の促進＞ 
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資源偏在・東京一極集中リスクの再認識への対応 

＜地域の持続可能性の確保＞ 

                                                   
4

 

図 都道県別転入超過数（2019 年,2020 年） 

図 ２０４５年までの全国と東京圏の高齢者人口の推移 

 

 

 

図 地方移住（二拠点居住を含む）するとした場合の移住先の条件 
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＜分散型の社会経済構造の構築＞ 

 

図 東京都における介護職員の需要・供給推計結果の比較 

図 長期展望の方向性（多核連携型の国土づくり） 
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第３．地域発展の将来展望と実現の基盤となる羽越・奥羽新幹線 

 

（１）羽越・奥羽新幹線整備により見込まれる効果 

① 新幹線整備による東京駅～関係県県庁所在地駅の移動時間短縮   

② 羽越新幹線整備による沿線都市間の移動時間短縮・乗継ぎの解消 

 
奥羽新幹線使用

【参考】山形新幹線

（最速）

１時間40分

２時間２６分

 

新潟駅～秋田駅間の所要時間 富山駅～新青森駅間の所要時間 富山駅～新潟駅間の所要時間 

▲86 分 ▲72 分 

図 羽越新幹線の沿線都市間の所要時間短縮効果 

▲149 分 

（大宮経由） 

東京駅～秋田駅間の所要時間 

▲46 分 ▲74 分 

東京駅～山形駅間の所要時間 

図 東京駅～秋田駅・山形駅との所要時間短縮効果 

※現況：2019 年 3 月時刻表（最速） 新幹線整備後：最速時間（想定）による比較 

※現況：2019 年 3 月時刻表（最速） 新幹線整備後：最速時間（想定）による比較 
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③ 奥羽新幹線整備による沿線都市間の移動時間短縮・乗継ぎの解消 

 

山形駅～秋田駅間の所要時間 福島駅～山形駅間の所要時間 福島駅～秋田駅間の所要時間 

▲88 分 ▲39 分 ▲16１分 

図 羽越・奥羽新幹線整備に伴う東北地方の主要都市間所要時間の変化 

図 奥羽新幹線の沿線都市間の所要時間短縮効果 

（盛岡経由） 

※現況：2019 年 3 月時刻表（最速） 新幹線整備後：最速時間（想定）による比較 
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④ 起点別の等時間到達圏域の変化 

 
ア．東京駅を起点とした等時間到達圏の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．新青森駅を起点とした等時間到達圏の変化   
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エ．山形駅を起点とした等時間到達圏の変化   
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オ．福島駅を起点とした等時間到達圏の変化   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ．新潟駅を起点とした等時間到達圏の変化   
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⑤ 移動確実性の向上 

  

 

 

⑥ 広域周遊が可能な新幹線ネットワークの実現 

表 沿線６県における「豪雪地帯対策特別措置法」に基づく豪雪地帯の指定割合 

整備前 整備後 
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⑦ 移動条件の変化がもたらす地域振興等の効果 

＜期待される主な地域振興等の効果＞ 

図 羽越・奥羽新幹線整備による新幹線ネットワークの形成（イメージ） 

東北・北海道新幹線 

上越新幹線 
北陸新幹線 
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（２）羽越・奥羽新幹線により実現を目指す地域発展の将来展望と政策展開の視点 

 

第１.時代の潮流と沿線地域を取り巻く環境の変化 

 

 

第２(２) これからの新幹線整備に求められる視点 
 
 

第２(１) 沿線地域におけるこれまでの新幹線整備の発現効果 

＜観光分野＞       ＜産業・経済分野＞ 

＜暮らし・生活分野＞   ＜都市機能・防災分野＞ 

 

 

新型コロナウイルスがもたらした価値転換の兆し 

新型コロナウイルスがもたらした価値転換の兆しへの対応 

＜観光分野＞ ＜産業・経済分野＞ 

羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開の視点 

【羽越・奥羽新幹線により実現を目指す地域発展の将来展望】 

＜暮らし・生活分野＞ ＜都市機能・防災分野＞ 

図 羽越・奥羽新幹線整備により実現を目指す地域発展の将来展望に向けた整理 

第３(１) 羽越・奥羽新幹線整備により見込まれる効果 

整備の視点 
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【羽越・奥羽新幹線により実現を目指す地域発展の将来展望と新幹線を活用した政策展開の視点】 

 

 
 

＜観光分野＞ ＜産業・経済分野＞ 

 

＜暮らし・生活分野＞ 

 

 
 

 

＜都市機能・防災分野＞ 
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①観光分野における地域発展の将来展望  

【羽越・奥羽新幹線により実現を目指す地域像】 

【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開の視点】 

  

 

 

 

既存インフラと新幹線が結び付き形成される 

新たな広域連携のネットワーク 
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【今後の政策展開につながるこれまでの主な取組み】   

 

 

 

 

 

 

 

 

【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開と地域発展のイメージ】 

 

 
 

 

 
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各県の共通資源 

＜美酒・美食＞ 

＜ネイチャー・アグリ＞ 

＜ヘルス・メディカル＞ 

＜ローカル鉄道＞ 

＜世界に発信・訴求力のある地域の固有資源＞ 

新幹線ネットワークの拡大による「地方創生回廊」の創出・形成を通して、「観光立国」の実現にも寄与 
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②産業・経済分野における地域発展の将来展望    

【羽越・奥羽新幹線により実現を目指す地域像】 

【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開の視点】 

 

 

 

 

 

 

                                                   
5

 

 

 

各 県 の 強 み 
特 色 あ る 産 業 

× 

 

× 

企業間・異業種間・研究者間の“リアル”コミュニケーションを新幹線が下支え 

沿線地域における共通基盤 
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【今後の政策展開につながるこれまでの主な取組み】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開と地域発展のイメージ】 

 

 

 

 

 
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産業の高度化や地域の新産業・関連産業の創出・集積を通して、政府の「成長戦略」に寄与 

（単位：％） 

1 
37 

78 
107 

78 
135 

190 
120 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

東 京
全 国
富 山
新 潟
福 島
山 形
秋 田
青 森

沿線地域の食料自給率（カロリーベース） 全国・東京都との比較
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③暮らし・生活分野における地域発展の将来展望   

【羽越・奥羽新幹線により実現を目指す地域像】 

【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開の視点】 
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【今後の政策展開につながるこれまでの主な取組み】    

 

 

 

 

 

 

 

 

【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開と地域発展のイメージ】  

 

往来の円滑・活発化を通して、政府が目指す「地方への新しい人の流れ」の創出・実現に寄与 

 
 

 

 【 】  

 
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④都市機能・防災の分野における地域発展の将来展望 

【羽越・奥羽新幹線により実現する地域像】 

 

【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開の視点】 
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都市拠点性の向上や都市間連携を通し、「災害に強くしなやかな社会・経済基盤」の構築に寄与 

【今後の政策展開につながるこれまでの主な取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【羽越・奥羽新幹線を活用した政策展開と地域発展のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道 

東北（太平洋側） 首都圏 中部圏 中国 

四国 

九州 ６県圏域 北陸圏 関西圏 

ロシア、中国、韓国 などのアジア諸国 

 

 
 

図 有事の際のバックアップ拠点圏域のイメージ 

 

 
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第４．羽越・奥羽新幹線が国土形成に果たす役割 

 

 

（１）大規模災害時の代替経路（リダンダンシー機能）の確保 

 

首都圏を経由しない 

新たな日本海側国土軸で 

国土の複数経路を確保 

太平洋側新幹線国土軸 と 

日本海側新幹線国土軸 でリダンダンシー機能が向上 

図 羽越・奥羽新幹線整備によるリダンダンシー機能の向上 
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（２）集中型ネットワークから分散型ネットワークへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 県間の都市間距離と首都圏の都市間距離

（沿線地域）     （関東） 
 
 

 

 

 

 
 

図・表 各都県庁間の最短距離（単位：km） 

6 県都市間距離 

平均:約 257ｋｍ 

首都圏都市間距離 

平均:約 82ｋｍ 

 

青　森 茨　城

秋　田 134.2 秋　田 栃　木 56.3 栃　木

山　形 288.7 165.6 山　形 群　馬 124.5 76.2 群　馬

福　島 342.1 220.8 55.2 福　島 埼　玉 89.7 81.4 79.5 埼　玉

新　潟 356.5 222.3 123.4 128.3 新　潟 千　葉 86.8 108.8 129.6 51.2 千　葉

富　山 551.4 420.3 327.3 311.8 209.2 富　山 東　京 99.3 98.8 96.4 19.0 40.2 東　京

神奈川 122.9 125.9 117.1 45.4 47.0 27.2 神奈川
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（３）羽越・奥羽新幹線が担う“導入・波及”と“還流”の役割 

 

（４）羽越・奥羽新幹線により実現する新たな“広域交流圏” 

図 日本全体を飛躍させる“ダブルウィング”として期待される羽越・奥羽新幹線(イメージ) 
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おわりに 

 
 

  

 

 

 

  

 

 


